
 

不適正除染に関する通報等に対する対応の流れ 

 

 

 

不適正除染１１０番への通報があった場合や新聞・テレビ等メディアによる不適切な除染に関する

報道があった場合には、以下のとおり、情報集約、対応方針の決定、事実関係の調査、事案の公表等

を行っている。 

平成２７年３月３１日までに累計６５件の通報に対応しているところ（うち３５件については第３

回除染適正化推進委員会までに報告済み）。 

  

図１ 不適正除染の通報に対する対応体制 
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図２ 対応方針の決定、現地調査及びそれらを受けての対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO YES NO 

YES 

YES 

YES 

YES 

◆調査が必要の事案か（違反行為の有無、程度、物的証拠の有無） 

◆場所（字レベルまで）・日時が特定されているか 

○ 速やかに現地を調査 

○ 作業日報、写真等を

確認 

○ 通常の業務一環と

して現地を調査 

○ 作業日報、写真等

を確認 

○調査結果（現場調査、日報等）の報告 

○ ヒアリング等追加調査 

 事業者が実施したもの

と判断できるか 

○ 必要に応じて

事業者への注

意喚起 

○ 処分等の実施 

NO 

NO 

NO 

◆早急に現地確認を行う必要があるか（事案の

発生時期、環境影響や社会的影響の範囲） 

 追加調査が必要か 

① 

対
応
方
針
の
決
定 

② 

現
地
調
査 

③ 

対
応
等 

◆行為者（下請事業者名）が

特定できるか 

○ 作業日報、写真等を

確認 

○ 監督職員の巡回頻度の向上 

○ 事業者への注意喚起 


